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2月 の下旬のことでした。杉並区や渋谷区あたりに部屋 を借 り仕事場として

きた30年 を1越 える長 きにわたる身についた及
'え

癖に、いよいよ几キ刀りをつけ

ることとしました。

渋谷区代々水が晨後の場所、そこから東京都下国分寺市の愛する家内の櫻む在

所、自宅に戻って水たのです。

最近のレコー ド界の事情に鑑みいよいよこのよまでは救われないと思ったこ

とが一ふです。さらにご存 じの近 り、それといつどうなっても可笑しくない高

給だと周 りの人たちはいうのだ。それは不定出来ない。つより今の問題が浮上

してきた。80歳 を超え81歳 を4え ると急激に身体のあらこちにカロ給の症状が

でてきた。あれっに んなはず じゃないのに、あれっ!あ れっ!でイ,菫勝 してしまっ

た阪神 という野球チームもあるが、それどころじゃないと思えることが増え

た。いつまでも着がってはいられない、と神炒 な衝持ちになった。

そして仕事場の引き払 うことを決断。それからが大変。

40年以上 となれば、押 し入れや棚に五かれた本や物や律材
'Iイ

れ品がわんさ

か。今 となれば何でこんなものがあるのか、なぜ取ってあったのか。恙れてい

た昔の写真がたくさん出てきた。もちろん高杖時代の我々が写った写真 もあっ

て、 しばし眺めてしよう。

もちろんその後の何十枚ともいえる写真があって、オ今てきれない思いもあった

が泣 く泣 く処分 した。それでも特に二調島と云われた鶴木 くん、白根 くん、そ

して私の写真はさすがに残 した。

重いものを持って立ったり座ったり、抱えたりこんだりした足腰が悲嗚を挙

げている。申し訳ない話だが能登地震の後だけに、薇災オの方々の後片付けや

後興のご薔労が重なってしようが、一皓になるものではない、 しかし今の自分

のつらさを重ねている自分がいて、大変無躾な話だと反右する。


